










－６－－７－

「そして、彼を外に連れ出して仰せられた。『さあ、天を見上げなさい。星を数えることができるなら、

それを数えなさい。』さらに仰せられた。『あなたの子孫はこのようになる。』」（創世記１５:５）

　素晴らしい主の御名を賛美致します。按手礼における主のお導きを感謝致します。また、今回の按手礼

式にお越しくださいました先生方や兄弟姉妹に心よりの感謝を申し上げます。

　予備諮問を導いて下さいました先生方の丁寧なご指導を通して御言葉の御教えを確認し、また、多くの

祈りを通して励まされ、按手礼当日を迎えることが許されました。与えられた学びの機会を通し、聖書が

明示する福音の豊かさと救いの確かさを今一度確認し、心に刻むことが許されましたことが何よりも大き

な恵みでした。今後もなお、主の御手の内にあって支えられ、揺り動かされない御言葉の基盤に立ちつつ、

福音を福音として語り伝えるという幸いな務めを全うすることができますようお祈り覚えて頂けましたら

幸いです。

　本諮問最後の質問として「今後の抱負・研鑽について述べてください」という質問を受け、神学校入学

当初より関心を持ってきた信仰継承というテーマに関する思いを短くお話させて頂きました。途切れては

ならない恵みである福音の恵みが次の代に、さらにその次の代に正しく、また恵み豊かに継承されていく

ために何を考え、何を実践していくことができるのかということについて、その必要性を痛感しつつ、強

い関心を抱いております。未熟な者ですので、まずは自分自身の内に、確かな聖書の理解が構築されてい

く必要性を覚えています。そのための学びを今後も継続していきたいと思います。守り、語り継いでいく

べき教えを何らかの形で明文化していくということをも大切な課題であると捉えています。また信仰継承

が豊かに営まれていく場を教会に設けていく必要性を覚えています。キリストを中心に、人格的な関わり

の中で、信仰が継承されていくために、主の御前に静まって耳を傾け、主から知恵とビジョンを示されな

がら歩んでいきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜田　献　　

　このたび按手礼を受けさせていただきました、清水聖書バプテスト教会長泉伝道所専従者の道下義嗣で

す。教会に衝撃が走り、急遽長泉に派遣された私たち家族にとって、主の恵みは十分である中に、さらに

按手礼を受けるようにとの牧師の計画を知らされ、初めのうちは素直に受け止められませんでした。それ

でも祈り、教会の現状を考えて行く時に、この恵みも今必要だと考えを変えることができました。準備会

が4回持たれ、改めて聖書の何を信じているのか、何をポイントとして説明すれば良いのか、また信じてい

る事をどう表現すれば良いのかなど、勉強させていただきました。毎回違う答えを用意していく私に、３

人の指導の先生方は大丈夫だろうかと戸惑われたと思います。当日三日前まで、しっかり準備しているか

どうか確認の連絡を頂いてしまうほど心配されました。それでも、よりよい答えを模索し、十分でないな

がらも、信じるところを述べる聖句を見つけ、みことばの剣を身にまとい、戦う準備が整えられたと思い

ます。当日、イエス様を模範とし、しもべとして忠実に仕えておられる多くの先生方が、温かく見守って

くださり、また熱く祈って按手を授けてくださり、私もこの道を走り通したいと胸を熱くさせられました。

主の恵みに感謝します。

これからについては、伝道所の継続と５年後を見据えた動きとに取り組みたいと思います。20代でも通る

と言われますが、心身ともに弱く、無理をせず主にお仕えしたいのが本音で、40歳を前に何を言うかと怒

られそうです。主に何でも祈り求めて、力と知恵を得ます。妻と子供二人も家族として、よくついてきて

くれています。父親として、主にお仕えする素晴らしさをいつも教えるようにします。主が与えてくださ

った霊の賜物を確信し、十分に用いる事ができるように、臆することなく、愛と慎みを持ってチャレンジ

していきます。長泉の伝道所は一から始められたわけではなく、14年の歳月を経た伝道所を引き継ぎまし

た。私たち家族は1年生ですが、伝道所は15年目です。さらに5年足せば、20年になります。教会も伝道者

も、希望を見つめ、走り疲れず、歩みて倦まず、鷲のように信仰の高嶺にのぼります。引き続き、熱いお

祈りとお交わりをよろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道下　義嗣　　
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